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その他のタイトル Nitteika chosen no chiiki shakai kenkyu to
"Kusanone shokuminchi shihai" ni tsuite: 1920




































ば、以下のようなものがある。姜在淳「新幹会 釜山支会와 地域社会運動」（『지역과 역사』第 1号、
1996年）、李松姫「日帝下 釜山地域의 女性運動（1）─ 1920年代를 中心으로」（『부산사학』第 34
集、1998年）、同「日帝下 釜山地域의 女性団体에 関한 研究─ 1920年代를 中心으로」（『国史館論叢』
第 83集、1999年）、金勝「韓末・日帝下 東萊地域 民族運動과 社会運動」（『지역과 역사』第 6号、
2000年）、同「1920年代 慶南東部地域 青年運動」（釜山大学校大学院博士学位論文、2003年）。
 2 同書には、尹海東・황병주などの韓国の学者の論考のみならず、この間、日本の学界で関連する問題
を掘り下げてきた並木真人の論考も収められている。
 3 これに関わるテーマを本格的に探究してきた代表的な研究者として、池秀傑・金翼漢・尹海東らが挙
